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１ 岡山操車場跡地の現況 

（１）西部新拠点地区の概要 

西部新拠点地区は、ＪＲ北長瀬駅を中心とするおおむね１ｋｍの範囲で、

北を県道川入巌井線、東を県道巌井野田線・主要地方道岡山児島線（中環

状線）、南を都市計画道路大元田中線、西を笹ヶ瀬川で囲まれた約３７０ha
の区域である。 

 

 
 

 

西部新拠点地区内の町名 

大元上町・野田三丁目・野田四丁目・今一丁目・今二丁目・今三丁目・北長瀬 
北長瀬表町一丁目・北長瀬表町二丁目・北長瀬表町三丁目・中仙道一丁目・中仙道二丁目 
西長瀬・北長瀬本町・日吉町・高柳西町の一部・大安寺南町一丁目の一部 
大安寺南町二丁目の一部・野殿東町の一部・野殿西町の一部 
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① 位置 

西部新拠点地区は、都心から西方へ約４ｋｍに位置している。 
地区西部には外環状線、東部には中環状線が位置しており、山陽自動車

道岡山ＩＣまで約８ｋｍ（約２０分）、吉備ＳＩＣまで約７ｋｍ（約２０分）

と市内外からの車によるアクセス性に優れている。 
また地区中心にはＪＲ北長瀬駅が立地しており、新幹線及び在来線７線

区が乗り入れる岡山駅から在来線で約４分と鉄道を利用したアクセス性に

も優れている。 
 

 
 
 

・都心（JR岡山駅）まで 約 ４㎞ 所要時間 車で約10分 

・山陽自動車道岡山ICまで 約 ８㎞ 所要時間 車で約20分 

・山陽自動車道吉備SICまで 約 ７㎞ 所要時間 車で約20分 

・岡山空港まで 約17㎞ 所要時間 車で約40分 
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② 人口 

地区内の人口は、１２，５６６人（平成２１年６月３０日岡山市住民基

本台帳より）であり、約７割の８，４３１人がＪＲ山陽本線南側地域へ居

住している。 
人口動態は、平成１２年と比較して、１，６０５人増加しており、増加

率は１４．６％（岡山市全体：３．３％）である。 
人口構成は、１５歳未満が１８．７％（同：１４．９％）、１５歳以上６

５歳未満が６８．５％（同：６４．５％）、６５歳以上が１２．８％（同：

２０．６％）となっており、１５歳未満の人口構成が全市に比べて高い。 
また、全市と比べて当地区では、１５歳未満及び３０歳～４４歳の人口

増加も著しく、子育て世代が多い地区である。 
 

西部新拠点地区 岡山市（合併前） 岡山市
H12.6.30 H21.6.30 H12.6.30 H21.6.30 H21.6.30

～14歳 2,038人 2,350人 97,424人 95,526人 101,280人

15歳～64歳 7,697人 8,609人 421,797人 413,560人 442,088人

65歳以上 1,226人 1,607人 101,092人 131,847人 145,040人

合 計 10,961人 12,566人 620,313人 640,933人 688,408人

～14歳構成比 18.6% 18.7% 15.7% 14.9% 14.7%

15歳～64歳構成比 70.2% 68.5% 68.0% 64.5% 64.2%

65歳以上構成比 11.2% 12.8% 16.3% 20.6% 21.1%  
※岡山市（合併前人口）は、旧御津町、旧灘崎町、旧建部町、旧瀬戸町を除く人口 
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③ 土地利用 

ア 用途地域の指定状況 
西部新拠点地区の大部分は市街化区域となっており、ＪＲ山陽本線周辺、

県道岡山倉敷線（旧国道２号）、国道１８０号（岡山西バイパス）沿道の用

途地域は準工業地域、他の幹線道路沿道は近隣商業地域、それ以外は住居

系地域に指定されている。 
地区北西部は市街化調整区域となっているが、山陽新幹線以南の市街化

調整区域は、区画整理事業等の計画的な市街地整備が確実になった時点で

市街化区域への編入が可能となる、特定保留地区に指定されている。 
 
用途地域図 

 
 

第１種中高層住居専用地域
（２００/６０）

第２種中高層住居専用地域

（２００/６０）

特定保留地区

近隣商業地域（３００/８０）

商業地域（４００/８０）

準工業地域（２００/６０）

凡　　　　　　　例　　（容積率／建べい率）

第１種住居地域（２００/６０）

近隣商業地域（２００/８０）  
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イ 土地利用の現況 

土地利用の現況は、地区内を東西に走る山陽新幹線以北と山陽新幹線と

山陽本線に挟まれた中央部、山陽本線以南に大別されている。 
地区南東部は、業務系施設の立地が多く、住宅についても共同住宅、商

業・業務併用住宅の立地が多い。（下図：青点線内） 
地区南西部は、幹線道路沿道を除いて、専用住宅の立地が多い。（下図：

黄点線内） 
中央部は、市街化調整区域を除いて、専用住宅が多く、また、一部で工

業系建物も立地している。（下図：紫点線内） 
主要な幹線道路（県道川入巌井線、県道岡山倉敷線、主要地方道岡山児

島線）沿いでは、商業系建物の立地が多い。 
 
西部新拠点地区内の建物用途現況図 

 
 

専用住宅 宿泊施設

共同住宅 娯楽・遊戯施設

商業併用住宅 サービス・家内工業施設

商業施設 官公庁施設等

業務併用住宅 文教厚生施設

業務施設 運輸・倉庫施設

凡 例
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特に、県道川入巌井線沿いは、店舗面積３，０００㎡以上の大規模小売

店舗の集積が見られ、ショッピングセンターや家電量販店がある。 
 

大規模小売店舗位置図 

 
 

■ ● ホームセンター

■ ● 家電専門店

■ ● ショッピングセンター

■ ● その他

■ 店舗面積3,000㎡～

● 店舗面積1,000㎡～3,000㎡

凡 例
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④ 都市基盤整備の状況 

ＪＲ山陽本線以南については、土地区画整理事業により中環状線をはじ

めとした道路、公園等の都市基盤整備が行われてきている。また、外環状

線の一部を構成する国道１８０号（岡山西バイパス）は、平成２２年３月

に、県道岡山倉敷線～県道川入巌井線間、平成２３年３月には一宮地内の

国道１８０号までの側道部が供用開始され、国道２号岡山バイパスから一

宮地内の国道１８０号に至る側道部が全線開通した。 

一方、特にＪＲ山陽本線と山陽新幹線の間の区域の市街化区域内は、狭

小道路が多く、都市基盤整備が十分でない。 
岡山操車場跡地については、都市計画公園として決定された区域の一部

が、岡山ドームを中心に公園として供用開始されており、残りの一部は暫

定広場として開放されている。 
また、都市計画駐車場としては、未整備であるが、岡山ドーム等での大

規模イベント時等の臨時駐車場として活用されている。 
 
都市基盤整備の状況図 

 
 
 
 
 

区画整理事業（予定）

区画整理事業（施行済み）

都市計画道路（改良済み）

都市計画道路（暫定供用）

都市計画道路（未整備）

都市計画公園（供用済み）

都市計画公園（未整備）

都市計画駐車場（未整備）

凡　　　　　　　　例
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⑤ 公共交通の現況 

  ア 鉄道 
地区中心には、平成１７年に開業したＪＲ北長瀬駅が位置している。一

日平均乗降客は年々増加しており、平成２２年度には、５，４６０人とな

った。 

岡山市内主要鉄道駅の乗降客数の推移（人／日） 

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

北 長 瀬 駅 （ 山 陽 本 線 ） 2,026人 3,202人 3,826人 4,484人 4,844人 5,460人

岡 山 駅 （ 山 陽 本 線 ） 118,950人 118,634人 120,200人 117,972人 114,394人 116,130人

庭 瀬 駅 （ 山 陽 本 線 ） 7,596人 7,388人 7,384人 7,496人 7,280人 7,208人

西 大 寺 駅 （ 赤 穂 線 ） 6,180人 6,104人 6,056人 6,120人 6,084人 6,014人

東 岡 山 駅 （ 山 陽 本 線 ） 5,814人 5,802人 6,010人 6,224人 6,072人 6,214人

妹 尾 駅 （瀬戸大橋線） 5,732人 5,744人 5,852人 6,028人 5,948人 5,948人

高 島 駅 （ 山 陽 本 線 ） 5,552人 5,704人 5,872人 5,542人 5,366人 5,358人

瀬 戸 駅 （ 山 陽 本 線 ） 5,330人 5,200人 5,084人 5,062人 4,914人 4,930人

西 川 原 駅 （ 山 陽 本 線 ） ― ― 885人 3,370人 4,114人 4,612人  
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  イ バス路線 

地区内には４系統のバス路線があり、３系統はＪＲ北長瀬駅前へ乗り入れ

している。 
 
西部新拠点地区内のバス路線図 
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⑥ 水と緑 

地区西部には二級河川笹ヶ瀬川が位置しており、県道岡山倉敷線より上

流は河川改修が概成している。また、地区南部には、幹線用水路が多く、

取水期（６月～９月）には比較的水量が豊富である。 
ＪＲ山陽本線以南は、土地区画整理事業により公園が点在している。街

路緑化については、地区南東部は比較的整備されている。 
一方、ＪＲ山陽本線以北は、公園については２箇所、街路緑化は県道川

入巌井線に一部整備されている。 
 
公園・緑地・幹線用水図 

 
 

幹線用水路

街路緑化

公園

凡例
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⑦ 災害・防災関係 

ア 自然災害 

西部新拠点地区は、全域が平坦地であり、大雨時には浸水被害を受けや

すい地形となっている。 
岡山市洪水ハザードマップでは、概ね１００年～１５０年に１回程度起

こる大雨（注１）時での想定浸水深は、ＪＲ山陽本線以北及び国道１８０

号（岡山西バイパス）以西において、１．０ｍ～２．０ｍ未満、それ以外

のエリアでは、１．０m未満と想定されている。 
一方、震災関係では、岡山県地域防災計画（震災対策編）で想定されて

いる、この地域の想定最大震度（注２）は「震度６強」である。 
 

イ 防災・避難施設 

地区北西部には、免震構造建築の西消防署が立地している。西消防署は、

消防機能の他、備蓄倉庫や災害対策要員宿泊室を有した防災拠点施設であ

る。また、地区北部に隣接して、市民の安全と秩序の維持を図る西警察署

が立地している。 
地区内の避難施設として、大元小学校（収容人員：４２１人）、大元公民

館（同：２１３人）、西小学校（同：４９７人）が指定されている。 
岡山操車場跡地は、岡山市地域防災計画の中で「広域避難場所」（注３）

として、また「東南海・南海地震応急対策活動要領」に基づく具体的な活

動内容に係る計画の中で「広域物資拠点」（注 4）として定められている。 
中環状線、県道川入巌井線は緊急輸送道路（１次）、県道岡山倉敷線は緊

急輸送道路（２次）（注 5）に指定されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注１）洪水ハザードマップによる各河川流域での大雨（計画降雨） 

 旭川水系 旭川、百間川 
  概ね150年に1回程度起こる大雨（旭川流域で48時間の総雨量が257mm） 
 笹ヶ瀬川水系 笹ヶ瀬川、足守川、砂川（一宮） 
  概ね100年に1回程度起こる大雨（笹ヶ瀬川流域の24時間の総雨量が188.5mm） 
 
（注２）想定最大震度 

 岡山県地域防災計画（震災対策編）で想定されている６つの地震の予測結果を重ね合わせて最大となる震度 
  鳥取県西部地震（M7.3）、第二鳥取地震（M7.2）、松江南方地震（M7.0）、中央構造線の一部による地震（M8.０） 
大原断層地震（M7.2）、南海トラフ地震（M8.6） 

 
（注３）広域避難場所 

 市街地において火災が類焼拡大するなどの大規模災害発生時において、一時避難地や各種避難所にまでも危険が達すると予

想される場合において、多くの市民等が避難することができる大規模なオープンスペースを持つ土地として指定された場所 
 
（注４）広域物資拠点 

 「東南海・南海地震応急対策活動要領」に基づく具体的な活動内容に係る計画において定められている、非被災地域から被

災地域へ物資を輸送する拠点。岡山県内では、３箇所（岡山操車場跡地公園（仮称）・吉永海洋センター総合グラウンド・倉敷

スポーツ公園）が定められている 
 
（注５）緊急輸送道路 

 災害時における緊急支援物資の輸送、救急・消防活動等の緊急・応急活動を支える路線として 
 関係機関と協議の上選定。災害時には各道路管理者において迅速な啓開作業が実施される。 
  第1次緊急輸送道路：県庁所在地、県民局・支局所在の市町、重要港湾、空港及び広域物流拠点を連絡し、 
              広域の緊急輸送を担う道路 
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地域避難計画図基盤図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広域避難場所位置図 

 
 

 
 

番
号

避難場所名
計画避難地
面積

計画有効
避難面積

1 烏城公園一帯 17.5h a 10.5ha

2 岡山大学医学部付属病院 14.0h a 10.4ha

3 岡山県総合グラウンド 42.0h a 29.0ha

4 岡山大学 72.0h a 65.0ha

5 操車場跡地公園（仮称） 15.4h a 10.8ha

6 県福祉センター一帯 14.7h a 11.7ha

7 芳泉小中学校・芳泉高等学校一帯 9.3h a 7.3ha

8 岡山輸送センター一帯 22.4h a 17.8ha

9 西大寺高校一帯 10.8h a 8.2ha

洪水ハザードマップにおける浸水想定 緊急輸送道路

浸水の深さ：0～0.5ｍ未満 緊急輸送道路（１次）

浸水の深さ：0.5～1.0ｍ未満 緊急輸送道路（２次）

浸水の深さ：1.0～2.0ｍ未満 緊急輸送道路（３次）

浸水の深さ：2.0～5.0ｍ未満

凡 例
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⑧ 教育施設 

当地区南部は、大元小学校区、西小学校区、御南小学校区、北部は大野

小学校区であり、地区内には、市立大元小学校、市立西小学校が立地して

いる。また、地区中央部には、県立岡山大安寺中等教育学校が立地してい

る。 
 

 
 


